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第
一
回
設
立
準
備
会
開
催　
　
　

　

平
成
十
六
年
二
月
四
日
︵
水
︶
に
、

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
ユ
を
蘇
生
さ
せ
る
会

︵
会
長
琉
球
大
学
名
誉
教
授
池
原
貞

雄
︶、
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部

河
川
課
、
沖
縄
県
土
木
建
築
部
河
川
課

の
三
者
は
、
や
ん
ば
る
の
河
川
及
び
海

岸
の
自
然
再
生
を
推
進
す
る
た
め
、
自

然
再
生
推
進
法
に
基
づ
く
自
然
再
生
協

議
会
設
立
の
た
め
の
第
一
回
設
立
準
備

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
協

議
会
設
置
要
綱
、
一
般
委
員
の
公
募
方

法
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

や
ん
ば
る
河
川
・
海
岸
の
自
然
再
生
と
は　

　

か
つ
て
、
川
は
人
々
の
生
活
と
深
い

関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
雨
が
降
る
と
増
水
、
氾
濫
し
水
害

を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
一
方
、
周
辺

の
人
々
に
と
っ
て
川
は
大
事
な
飲
み
水

や
エ
ビ
、
カ
ニ
な
ど
の
食
料
を
確
保
す

る
場
で
あ
り
、
ま
た
、
洗
濯
場
、
農
作

業
後
の
水
浴
び
場
で
あ
り
、
さ
ら
に
子

供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
楽
し
い
遊
び

場
、
自
然
を
学
ぶ
場
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
氾
濫
や
土
砂
災
害
か
ら

人
々
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
河
川
改
修

や
砂
防
施
設
建
設
が
、
ま
た
、
毎
年
の

よ
う
に
起
こ
る
水
不
足
に
対
処
す
る
た

め
多
目
的
ダ
ム
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
基
盤
整
備
に
よ
り
人
々
の

安
心
・
安
全
な
生
活
は
確
保
さ
れ
、
豊

か
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
一

方
で
、
人
々
と
川
と
の
関
わ
り
は
少
な

く
な
り
、
エ
ビ
や
魚
な
ど
の
生
物
に

と
っ
て
も
棲
み
難
い
環
境
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
リ
ュ
キ
ュ
ウ

ア
ユ
の
よ
う
に
姿
が
見
え
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
種
も
い
ま
す
。

　

今
、
こ
れ
ま
で
の
人
間
の
都
合
を
最

優
先
に
し
た
整
備
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
か
つ
て
の
川
と
人
々
の
関
わ
り
、

生
き
物
が
安
全
に
住
め
る
川
を
取
り
戻

す
等
の
活
動
が
各
地
で
行
わ
れ
て
お

り
、
源
河
川
等
の
や
ん
ば
る
河
川
で
も

リ
ュ
ウ
キ
ユ
ウ
ア
ユ
の
復
元
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
海
と
川
を
往
き
来

す
る
本
来
の
姿
で
の
復
活
は
い
ま
だ
、

果
た
せ
ず
に
い
ま
す
。
河
川
・
海
岸
の

姿
が
昔
と
比
べ
大
き
く
変
化
し
た
こ
と

も
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

や
ん
ば
る
河
川
・
海
岸
の
健
全
な
生

態
系
の
回
復
を
図
る
た
め
に
は
、
現
在

の
河
川
・
海
岸
を
可
能
な
限
り
本
来
の

原
風
景
に
近
づ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

当
協
議
会
は
自
然
再
生
推
進
法
に
基

づ
く
協
議
会
で
あ
り
、
専
門
家
、
地
域

住
民
、
N
P
O
、
土
地
の
所
有
者
、
地

方
公
共
団
体
、
関
係
行
政
機
関
が
委
員

と
な
り
ま
す
。
当
協
議
会
で
は︵
仮
称
︶

や
ん
ば
る
河
川
・
海
岸
自
然
再
生
の
対

象
地
域
、
自
然
再
生
の
目
標
、
協
議
会

参
加
者
の
役
割
分
担
及
び
自
然
再
生
事

業
の
実
施
内
容
な
ど
に
つ
い
て
協
議
致

し
ま
す
。

︵
現
在
、
協
議
会
設
立
に
向
け
て
準
備

中
で
す
。︶

　

自
然
再
生
と
は　
　
　
　
　
　
　

　

自
然
再
生
と
は
過
去
に
損
な
わ
れ
た

自
然
環
境
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
関
係
行
政
機
関
、
関
係
地
方
公

共
団
体
、
地
域
住
民
、
N
P
O
、
専
門

家
等
の
地
域
の
多
様
な
主
体
が
参
加
し

て
自
然
環
境
を
保
全
し
、
再
生
し
、
創

出
し
、
ま
た
は
そ
の
状
況
を
維
持
管
理

す
る
こ
と
で
す
。

︵
自
然
再
生
推
進
法
第
二
条
︶

︵
仮
称
︶や
ん
ば
る
河
川
・
海
岸

　

自
然
再
生
協
議
会
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那
覇
港
で
は
、
那
覇
ふ
頭
三
重
城
側

と
、
那
覇
空
港
側
を
海
底
ト
ン
ネ
ル
で

結
ぶ
県
内
初
の
那
覇
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
整

備
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
長
さ
約
九

十
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
三
十
七
メ
ー
ト
ル

の
大
き
な
函
を
海
底
で
八
函
連
結
し
て

で
き
る
ト
ン
ネ
ル
は
、
現
在
、

三
重
城
側
か
ら
三
号
函
ま

で
沈
設
・
接
合
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

那
覇
港
湾
空

港
工
事
事
務
所

で
は
、
こ
の
沈

埋
ト
ン
ネ
ル
の

事
業
に
対
す
る

必
要
性
や
重
要

性
な
ど
を
広
く

県
民
へ
ア
ピ
ー

ル
し
、
ま
た
、

子
供
達
の
学
習

の
場
と
し
て
も

活
用
し
て
も
ら

う
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
た
﹁
現

場
見
学
会
﹂
及
び

﹁
海
の
道
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
﹂
を
二
月
一
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

沈
埋
ト
ン
ネ
ル
と
い
う
県
内
初
の
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
県
民
の
当
施
設
に

対
す
る
期
待
の
強
さ
も
あ
り
、
一
般
公

募
二
百
人
、
現
場
見
学
会
百
五
十
人
の

募
集
が
一
日
︵
六
時
間
︶
で
埋
ま
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
ト
ン
ネ
ル
現
場

近
く
に
あ
る
天
妃
小
学
校
の
児
童
・
保

護
者
七
十
組
、
身
障
者
の
方
達
も
招
待

し
大
勢
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

方
の
た
め
に
、
現
場
で
は
ス
ロ
ー
プ
や

手
摺
り
な
ど
を

取
り
付
け
、
安
全

か
つ
安
心
し
て

見
学
頂
け
る
よ

う
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
心
が

け
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト

は
、﹁
県

産

品

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
﹂

の
ジ
ョ
ニ
ー
宜

野
湾
さ
ん
が
出

演
、﹁
う
り
ひ
ゃ
あ

で
ぇ
じ
な
と
ん
﹂

な
ど
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
約
十
曲
と

楽
し
い
お
し
ゃ

べ
り
で
ト
ン
ネ

ル
内
の
会
場
に

歌
と
笑
い
が
響

い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
他
、
ト
ン
ネ

ル
内
で
は
ビ
デ
オ
上
映
、
パ
ネ
ル
展
示

な
ど
も
あ
り
、
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
の
構
造

や
工
程
、
世
界
最
新
の
技
術
な
ど
を
紹

介
、
参
加
者
は
興
味
深
げ
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
の
外
に
あ
る
情
報

管
理
塔
で
も
、
ビ
デ
オ
上
映
を
実
施

し
、
パ
ネ
ル
や
模
型
な
ど
を
設
置
、
来

場
者
に
は
自
由
に
見
学
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　

陸
上
に
設
置
し
た
テ
ン
ト
で
は
、
ク

ラ
ウ
ン
・
コ
ト
ラ
さ
ん
に
よ
る
﹁
バ

ル
ー
ン
教
室
﹂
も
行
わ
れ
、
、
大
人
も
子

供
も
皆
、
細
長
い
風
船
で
動
物
の
形
を

必
死
に
作
り 
、
う
れ
し
そ
う
に
持
っ
て

帰
り
ま
し
た
。

　

県
内
初
の
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、

海
の
中
で
の
工
事
と
あ
っ
て
県
民
の
目

に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
て
多
く
の
人
た
ち
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
は
片
側
三
車

線
・
往
復
六
車
線
の
自
動
車
専
用
道
路

で
平
成
二
十
一
年
春
の
完
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

会場となった建設中の沈埋トンネル内部

受付の様子 ジョニー宜野湾コンサート コンサートの他パネル展示も行われた




